

















2 過去の実践 (2015年度)と本実践 (2017年度)について
筆者は 2015年度に同一教材で授業笑践をした。次の表は 2015年度と 2017年度の笑
践内容である。
2015年度の実践 2017年度の実践






































































「寂しさ」について x (課題なし) O(課題あり)
川の流れや歩くスピード x (謀題なし) O(課題あり)


























































































21'1 り t~A泣い~.~.~だらまこ毛主 2.:ご人で~~þ 方 f， ;， 5'2甲斐/!_'1n弘
F3 互恵懸念困子(M=1.69 ，~D:1171 →… 
18$iぃ者ば群れて助It合Jが、強い者はその必要はない=
- 5-
FI F1 F3 M SD 
， _ ，m，_ ，~.05.1 ，022;. _ 3.69.，- 1.7 
774 .195 -.162' 3，95 104 
718 .061. -146; 3，86 ..，.1，09 
683 -.158 .176 3.52 1，06 
648 .213 -.040 3.70 1.5 
601 ・316 .314 3.25 126 
588 -，049 ，052 3.38 1.0 
543 -，099 -，045 3，58 1. 0 
524 .264 -.102 3，80 1. 0 
087 ，731 .08 3.58 1.5 
一τ 一 ・一…ー…一一…
187 ，571 -，051 3，98 1.4 
-，064 .50 -.090， 3，16 1.13 
179 .476 .17' 2.87 1.31 
-.01 .413 ，029 3，33 121 
Q~9 ， ，337 ，181 3.20， 1主日
情。25 .054 .808 2，75 1.30 
16睡元な人たちがわざ口ざ協同 jる必要はないE
1.1協同1fl:'lのできt;~、人たちのためにあるν
ー104 .100 .501 2.73 1.31 




































初めに 2015年度調査結果 (表2)から説明する。質問 18項目(表2)に対して因子





















































664 061 -.104 3，49 1.21 
655 31607433419 5153  
587 380 -.097 3.19 1.68 
405 ー16 127 3.01 1.25 
ー234 670 172 3.49 1.21 
179 556 236 3.60 1.31 
037 521 -056 3，09 1.15 
347 474 233 4，00 1.45 
050 445 219 2.93 1.29 
161 385 205 3，15 1.35 
一091一 017一27 一833一 一 2.5一6 1.65 
1318302  264177 
037 .28 .762: 2.72 1.92 






































































































































x 中田 (2019)は「イエスマン ノーマンJ(ブレヒト)を使用してアナロジーの方法で演劇的活動を
行った。その実践は個人活動の課題を設定せず、生徒主体のグループ活動であった。詳細は中田
(2019)で論じる。
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